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1巻頭言 (センター長挨拶)
『海洋バイオシステム研究』（Marine Biosystems Research: MBR）
第 24巻 (2010) をお届けいたします。これは、従来の『千葉大学海洋
バイオシステム研究センター年報』を引き継ぎつつも、センターの研
究教育活動の高度化、活発化に対応し、センターの将来への発展に向
けて、より充実した内容に刷新したものです。具体的には、年報23巻
（2007）の編集後記で予告されているように、センターを利用して行っ
た研究などに関する論文を、複数の専門家による査読を経て、掲載し
たものです。査読に際しては、広く世界の中から適任者にお願いし、
高い水準を保つよう務めております。
センターの体制は、現在、現海洋バイオシステム研究分野およびシ
ステム解析分野に集約され、より高度な研究・教育活動が求められる
ようになりました。それに対応し、センターの第一の役割は、高度な
研究のより一層活発な遂行であることが、大学からも期待されていま
す。それに応えて、センターでは高度に専門性が高い研究を世界的レ
ベルで推進し、成果はトップクラスの国際専門学術誌に次々と掲載さ
れています。しかし、今後は、高度に専門性の高い研究はもちろんの
こと、それに加えて、広がりのある、視野の広い研究をも展開してゆ
くことが求められています。　そのひとつは、分野横断的な、領域を
広げた共同研究の展開です。小湊や銚子のもつ環境を最大限活用し、
学内の理学部、医学部、薬学部、園芸学部、工学部、教育学部（これ
までの慣例で学部としました）など、さらには学外の教員をも含めて、
それらと連携しなければ遂行できない、ユニークな共同研究を企画し、
運営してゆくことが重要でしょう。もうひとつは、地域連携、地域貢
献を重視した、応用的研究の発展です。センターを支えていただいて
いる小湊や銚子、さらには千葉大学が位置する千葉県への研究成果の
還元が重要な課題といえます。応用的研究に関しては、千葉大学の他
部局、たとえば園芸学部や工学部、あるいは教育学部などがすでに多
くの成果を挙げています。これらの教員と連携して、これまでの実績
や研究手法を学び、取り入れながら、地元還元を視野に入れた応用的
研究にも力を入れてゆく必要があります。地域連携を充実させるため
には、研究面では生物自然史やバイオシステムに関連する海洋環境な
どの、基礎的かつ学際的な研究も重要になります。
しかし、現在では、学問分野が細かく専門化、特化してゆく中で、
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領域横断的研究、地域連携に関する研究、生物自然史の基礎的、かつ
重要な研究を掲載する学術雑誌が激減しており、こうした研究の発表
の機会が殆どありません。しかし、こうした研究を質の高い論文とし
て発表してゆくことが必要なことは言うまでもありません。研究発表
の危機的状況といえます。このような状況を踏まえると、センターと
して、こうした研究を掲載する質の高い学術誌を自前で責任を持って
刊行することが是非必要です。『海洋バイオシステム研究』は、こうし
た危機的状況を少しでも改善するもとになるでしょう。奮っての投稿
をお願いいたします。
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